
国
史
跡

小
早
川
氏
城
跡

◎
沿
革
と
概
要

小
早
川
氏
城
跡
、
沼
田
高
山
城

（以
下

「
高
山
城

」
と
略
記
す
る
）
は
、
小
早
川

四
代
茂
平
公
が
建
永
年
間

（
一
二
〇
六
―

一
二
〇
七
）
に
沼
田
庄
に
来
住
し
、
築
城

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

小
早
川
氏
は
、
初
代
土
肥
実
平
か
ら
始
ま
り
、
鎌
倉
幕
府
創
建
者
、
源
頼
朝
の
家

臣
と
し
て
源
平
合
戦
に
お
い
て
、
実
平

・
遠
平
親
子
が
平
家
追
討
に
活
躍
し
、
そ
の

戦
功
の
賞
と
し
て
沼
田
庄
を
拝
領
し
た
。

遠
平
の
養
子

。
三
代
景
平
は
養
父
遠
平
よ
り
沼
田
庄
地
頭
職
を
拝
領
す
る
が
、
建

永
元
年

（
一
二
〇
六
）
、
子
茂
平
に
譲
る
。
茂
平
は
相
模
国
土
肥
郷
よ
り

一
族
郎
党

を
引
き
連
れ
来
住
。
本
郷
塔
の
岡

。
中
岡
付
近
に
家
臣
と
も
ど
も
居
館
を
お
い
て
、

沼
田
庄

の
経
営
支
配
を
進
め
た
。

高
山
城
は
小
早
川
氏
の
本
拠
城
と
し
て
茂
平
が
築
城
し
、
以
後

一
七
代
隆
景
が
新

高
山
城
を
改
築
し
て
移
住
す
る
ま
で
二
五
〇
有
余
年
の
間
、
代
々
栄
え
た
。

高
山
城
は
標
高

一
九
〇

ｍ
、
広
さ
は
だ
い
た
い

一
六
Ｌ
、
周
囲
四
』
は
あ
ろ
う
。

東
に
仏
通
寺
川
、
西
に
沼
田
川
で
、
両
川
が
天
然
の
壕
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。

城
山
の
山
塊
は
岩
が
絶
壁
を
成
し
、
攻
め
難
く
守
り
や
す
い
堅
い
要
害
に
な
っ
て
い

る
。
城
山
は
中
央
の
広
い
谷
を
挟
み
、
南
と
北
に
山
稜
が
あ
り
、

「
複
合
連
郭
式
中

末

森

清

司

世
山
城

」
の
造
り
と
な

っ
て
い
る
。

本
郷
側
南
山
稜

に
は
東
か
ら
南

の
丸

（出
丸
）
、
犬
丸

（南

の
丸
）
、
巌
丸

（千

畳
敷
）
、
高

の
丸

（権
現
丸
）
、
太
鼓
丸
、
西

の
丸

（出
丸
）

の
主
要
郭
が
連
な
り
、

堀
切
、
帯
曲
輪

。
支
曲
輪

。
本
曲
輪

・
武
者
走
り
な
ど
で
囲
ま
れ
て
い
る
。

真
良
側
北
山
稜
は
、
東
か
ら
扇

の
丸
、
出
丸
、
本
丸
、
戸
石
丸

（
二
の
丸
）

の
主

要
郭
が
連
な
り
、
ト
ヤ
の
段
、
弩
屋
敷

（堂

〔
牢

〕
屋
敷
）
の
番
所
曲
輪
、
そ
れ
ら

を
囲
む
支
曲
輪

・
帯
曲
輪

・
堀
切
が
数
多
く
築
か
れ
、
強
固
な
守
り
と
な

っ
て
い
る
。

北
山
稜
は
、
南
山
稜

の
曲
輪
と
違

っ
て
石
積
み
の
遺
構
が
多
く
築
か
れ
、
年
代
も
新

し
い
。

中
央

の
谷
地
は
広

い
面
積
と
な

っ
て
お
り
、
東
側
に
京
屋
敷
、
西
方

に
馬
場

の
地

名
が
残
る
。

登
城
道
は
、
大
手
道
が
船
木
堂
谷
か
ら
登
る
道
と
さ
れ
、
標
高

一
五
Ｏ

ｍ
あ
た
り

に
門
跡

（
大
手
門
）
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
今
は
分
か
ら
な
い
。
溺
手
道
は

北
山
稜
よ
り
真
良

へ
下

る
道
で
あ
る
。
鎌
倉
期

の
大
手
道
は
塔

の
岡
か
ら
南
山
稜

へ

登
る
道
と
思
わ
れ
る
。
溺
手
道
は
西

の
九
か
ら
堂
谷

へ
下
る
道
だ

っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

井
戸
は
今
も
湧
き
出

て
い
る
の
は

一
ケ
所
。
中
央

の
谷
、
巌
丸

の
北
裾

の
大
杉

の

沼
田
高
山
城

そ
の
遺
構
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下
、
浅
い
が
立
派
な
石
組
の
井
戸
で
、
ど
ん
な
早
魃
に
も
枯
れ
た
こ
と
が
な
い
と
い

う
。
別
名
若
宮
の
井
戸
と
い
う
。

以
上
が
城
跡
の
概
要
で
あ
る
。
建
永
年
間
、
茂
平
公
築
城
よ
り
三
五
〇
有
余
年
間

の
貴
重
な
史
跡
も
、
今
は
雑
木
、
矢
竹
、
雑
草
が
生
い
茂
り
、
そ
の
遺
構
も
荒
れ
果

て
て
見
る
影
も
な
い
。

城
跡
　
一二
原
市
高
坂
町
真
良
。　
一
部
、
豊
田
郡
本
郷
町
。

Ｊ
Ｒ
本
郷
駅
よ
り
北

へ
歩
い
て
約
二
〇
分
。

◎
高
山
城
跡
曲
輪
の
名
称

（
地
名

）

堂

（
牢

）
屋
敷
の
段
に
つ
い
て
考
え
る

高
山
城
跡

「
北
の
丸

」
の
北
方
の
屋
根
上
に
「
堂

（牢
）
屋
敷

」
と
地
名
の
記
さ

れ
た
段

（曲
輪
）
が
あ
る
。
そ
の
由
来
と
、
城
跡
の
遺
構
上
に
お
い
て
ど
ん
な
役
割

を
果
た
し
た
段
で
あ
っ
た
か
を
探

っ
て
み
た
い
。

「
堂

（牢
）
屋
敷

」
と
地
名
の
記
さ
れ
て
い
る
段
は
、
高
山
城
の
真
良
側
北
山
稜

に
連
な
る
「
北
の
丸

」
か
ら
、
比
高
差
約
五
Ｏ

ｍ
下

っ
た
斜
面
か
ら
北

へ
向

っ
て
の

び
る
山
稜
の
屋
根
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

標
高
約

一
三
六

ｍ

段

（曲
輪
）
の
長
さ
　
約
五
五

ｍ

（南
北
に
）

幅

約

一
〇

ｍ
ｌ

≡

ｍ

こ
の
段
は
二
段
ま
た
は
三
段
に
区
画
さ
れ
て
い
た

（仕
切
ら
れ
て
い
た
）
様
に
見

え
る
。

「
堂
屋
敷

」
と
記
さ
れ
て
い
る

一
画
は
、
長
さ
約

一
八

ｍ
、
幅
約

一
〇

ｍ
。

面
積
は
五
〇
坪
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
北
側
に
仕
切
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
段
は
、
長
さ
二
五

ｍ
、
幅
約

一
五

ｍ
。
面

積
は

一
一
〇
坪
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
段
は
中
央
部
が
径
約
八

ｍ
。
丸
く
な

っ
て

少
し
高
く
な

っ
て
い
る
。
標
高
約

一
三
七

ｍ
ｌ

一
三
八

ｍ
だ
ろ
う
か
。

段

の
斜
面
は
崖
状
に
削
切
し
て
急
峻

に
し
て
あ
る
が
、
石
積
み
の
遺
構
は
無

い
。

段
の
南
側
、
背
面

に
あ
た
る

「
北

の
丸

」
か
ら
斜
面
下

に
幅

二

ｍ
前
後

の
堀
切
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
は
埋
ま

っ
て
し
ま

っ
て
そ
の
跡
ら
し
き
形
態
を
と
ど
め

て
い
る
。
今
は
真
良
溺
手
道
よ
り
、
犬
走
り
と
帯
曲
輪
を
伝

っ
て
こ
の
段

に
入
る
道

と
な

っ
て
い
る
。

堂
屋
敷

の
曲
輪
か
ら
山
稜
が
左
右

に
別
れ
て
連
な

っ
て
い
る
。
左
側
、
船
木
板
屋

谷
の
北

へ
の
び
る
尾
根
と
、
右
側
、
真
良
掘
手

の
谷
の
北

へ
の
び
る
尾
根
。
こ
の
両

尾
根
上

に
は
、
堀
切

。
曲
輪
が
築
か
れ
て
お
り
、
高
山
城

の
城

の
遺
構
で
あ
る

（外

城

の
遺
構
）
。

率

「
堂

（
牢

）
屋
敷

」
の
名
称
に
つ
い
て

「
堂

（牢
）
屋
敷

」
と
記
さ
れ
て
い
る
地
名
で
あ
る
が
、
地
元
の
人
は

「
ド
ヤ
ト

キ
」
と

い
っ
て
お
ら
れ
る
。
地
名
の
伝
え
は
残

っ
て
い
な
い
…
…
。
こ
の
地
名

に
つ

い
て
聞

い
て
み
て
も

っ
ぱ
ら
要
領
を
得
な
い
…
…
。

・
堂
が
あ

っ
た
ん
じ

ゃ

（
四

ツ
堂

の
様
な
も

の
）
。

・
御
堂

（寺
）

の
様
な
建
物
が
あ

っ
た
ん
じ

ゃ
。

・
牢
屋

（牢
舎
）
が
建

っ
と

っ
た
…
…
。

・
座
敷
牢

の
あ
る
屋
敷
が
あ

っ
た
ん
か
の
。

ｏ
人
質
を
幽
閉
し
と

っ
た
ん
じ

ゃ
。

・
敵
方
の
捕
虜
を
居
住
さ
せ
て
い
た
ん
じ

ゃ
。
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・
お
寺
で
も
あ

っ
た
ん
か
…
…
。

以
上
、
各
自
い
ろ
い
ろ
な
コ
ト
パ
が
出
て
く
る
が
…
…
。
城
郭
の
う
ち
と
し
て
考

え
る
と
、
地
形

・
場
所
的
に
み
て
、
上
記
の
コ
ト
パ
は
、
す
べ
て
あ
て
は
め
に
ぐ
い

様
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
堂

（牢
）
屋
敷

」
「
ド
ウ
ヤ
シ
キ
」
「
ロ
ウ
ヤ
シ
キ
」
「
ド

ヤ
シ
キ
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
調
べ
て
み
た
。

使
用
辞
典
は

『
広
辞
苑
』

（岩
波
書
店
）
、

『
日
本
国
語
大
辞
典
』

（小
学
館
）
、

『
大
辞
源
』

（角
川
書
店
）
で
あ
る
。

「
堂
屋
敷

」

「
堂

」
　

・
た
か
ど
の

・
お
も
て
ご
て
ん
。
公
事
を
行
う
広
く
高

い
御
殿
。

ｏ
昔
、
上
を
高
く
盛

っ
て
そ
の
上
に
造
っ
た
南
向
き
の
大
き
な
部
屋
。

北
側
の
小
部
屋
を
室
と
い
う
。

・
衆
人
の
集
ま
る
建
物
。

・
神
仏
を
祭
る
建
物
。

「
屋
敷

」
ｏ
家
屋
の
敷
地
。

・
家
屋
を
構
え
た

一
画
。

・
家
を
造
る
べ
き
場
所
。

・
武
家
屋
敷
の
略
。

以
上
の
意
味
か
ら
み
る
と
「
堂
屋
敷

」
は
地
形

・
場
所
的
に
あ
て
は
め
に
く
い
。

「
牢
屋
敷

」・
牢
屋
の
敷
地
。

ｏ
牢
屋
を
構
え
た

一
区
画
の
土
地
。

こ
の
字
も
場
所

。
地
形
的
に
み
で
あ
て
は
め
に
く
い
。
牢
屋
な
ら
も

っ
と
奥
深
い

場
所
と
か
、
逃
亡
し
に
く
い
段
に
設
置
さ
れ
る
と
思
う
が
…
…
。

「
ロ
ウ
ヤ
シ
キ
」

（ろ
う
や
し
き
）

城
に
関
係
す
る
文
字
を
あ
て
は
め
て
み
た
。

「
楼

」
　

・
遠
く
を
見
る
た
め
に
城
な
ど
に
つ
く
ら
れ
る
高
い
や
ぐ
ら
。

・
城
楼
。
望
楼
。

「
楼
屋
敷

」ｏ
楼
の
あ
る
建
物
が
あ
っ
た

一
区
画
。

・
楼
を
構
え
た

一
区
画
の
土
地
。

・
高
い
建
物
が
あ
っ
た
場
所
。

・
楼
を
建
て
、
番
所
を
お
い
て
見
張
り
の
番
人

（
兵
士
）
が
詰
め
て
い
た

場
所
。
兵
士

（番
人
）
の
宿
舎
も
あ
っ
た
。

場
所

・
地
形

・
城
の
遺
跡

。
曲
輪
の
様
子
か
ら
み
て

一
番
あ
て
は
ま
る
文
字
と
思

わ
れ
る
。

な
お
、
三
原
高
校
所
蔵

『
古
高
山
城
絵
図
』
に
は
番
所
と
記
し
て
あ
る

（
注

一
）
。

「
ド
ヤ
シ
キ
」

（ど
や
し
き
）

地
元
の
人
が
伝
え
る
コ
ト
パ
か
ら
「
ド
」
「
ど
」
を
い
つ
字
を
調
べ
、
城
に
関
連
す

る
も
の
を
記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
弩

」
　

・
石
弓
、
大
弓
。

・
武
器
の
ひ
と
つ
。

・
投
石
具
と
し
て
、
基
本
的
に
は
弓
の
反
動
力
を
利
用
と
し
た
構
造
を
と

り
入
れ
て
い
る
。
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・
機
や
木
や
金
属
の
張
力
を
誕
用
し
て
矢

・
石
な
ど
を
打
ち
出
す
強
力
な

弓
の

一
種
。
兵

一
人
で
操
作
で
き
る
も
の
か
ら
大
型
の
矢
を
射
出
す
る

も
の
ま
で
あ
っ
た
。

「
弩
屋
敷

」・
弩
器
具
を
収
納
す
る
庫
が
あ

っ
た
。

●
弩
器
具
を
備
え
た
屋
敷
。

・
弩
器
具
を
備
え
た
番
所
、
察
舎
な
ど
の
建
物
の
あ
っ
た

一
区
画
。

∧
番
所
、
宿
奮
が
あ
り
、
武
器
と
し
て
弩
な
ど
の
特
殊
な
武
器
が
備
え
て

あ
っ
た
場
所
Ｖ

・
弩
士

（石
弓
の
射
手
）
の
宿
舎
ま
た
は
屋
敷
が
あ
っ
た
。

奪
堂

（
牢

）
屋
敷
の
段
の
場
所
に
つ
い
て

「
ド
ヤ
シ
キ
」
の
「
ド
」
に
こ
だ
わ
っ
て
城
に
関
連
す
る
「
弩

」
を
あ
て
は
め
て

こ
の
段

（曲
輪
）
の
場
所
を
み
る
と
。

真
良
側
北
曲
稜
に
連
な
る
主
要
部
の
北
西
部
に
位
置
す
る
。
こ
の
段
の
東

（真
良

側
）
、
西

（船
本
側
）
に
城
下
を
固
め
る
武
士
屋
敷
を
構
え
、
家
臣
団
の
居
住
す
る

谷
が
あ
る
。

こ
の
谷
を
包
播
す
る
役
雛
を
果
た
す
曲
稜
が
堂
艤
敷
の
段
を
中
心
に
し
て
左
右
に

の
び
て
お
り
、
こ
の
山
稜
尾
根
に
堀
切

・
曲
輪
が
い
く

つ
も

つ
く
ら
れ
て
お
り
、
堂

屋
敷
の
段
は
こ
れ
ら
の
曲
輪
の
要

（中
心
部
）
に
あ
た
る
。
両
方
の
谷
を
連
絡
す
る

連
絡
が
こ
の
段
に
通
じ
て
い
る
。
高
山
城
の
北
側
の
出
稜
は
、
高
さ
は
低

い
が
入
り

組
ん
だ
谷
が
多
く
あ
り
、
こ
の
あ
た
り
の
備
え
も
必
要
で
あ
る
。

以
上
の
事
か
ら
「
堂
屋
敷

」
の
段
を
察
す
る
と
、

・
番
所
が
置
か
れ
て
い
た
。

●
警
備
す
る
番
人

（兵
士
）
が
い
た
。

・
居
住

（番
人
の
寝
泊
ま
り
）
す
る
建
物
が
あ
っ
た
。

・
見
張
用
の
楼
が
建

っ
て
い
た

（場
所
は
「
堂
屋
敷

」
の
段
の
北
側
の
小
高

い
段
）
。

・
戦
の
時
は
弩
手
が
詰
め
て
い
た
。

・
減
の
時
、
防
衛
線
の
陣
所
で
あ
っ
た

（
こ
れ
は
天
文

一
三
年

〔
一
五
四
四

〕
尼
子

鐵
久
が
高
山
城
を
攻
め
た
時
、
こ
の
段
か
ら
の
山
稜
が
高
山
城
の
勢
衛
線
で
あ
り
、

尾
根

・
曲
輪
に
す
べ
て
冊
を
築
い
て
旗

・
職
を
立
て
、
防
戦
し
た
と
思
え
る
か
ら

で
あ
る
）
。

箸
々
が
考
え
ら
れ
る
。

０
こ
の
段
の
飲
料
水
に
つ
い
て

番
所
が
あ
り
、
建
物
が
あ
っ
た
り
、
番
入

・
兵
士
が
い
る
事
と
な
る
と
、
水
の
必

要
が
あ
る
。
こ
の
飲
料
水
は
、
段
の
西
側
の
谷

へ
約
五
〇

ｍ
弱
下
る
と
、
板
屋
の
谷

の
奥
に
あ
た
り
水
が
湧
い
て
い
る
。
今
も
格
れ
る
事
な
く
湧
い
て
お
り
、
そ
の
心
配

な
い
。
建
物
の
中
に
水
ガ
メ
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
私
ら
が
子
供
の
獲
は
、
遠
く
は

な
れ
た
所
か
ら
丼
芦
水
を
く
ん
で
運
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

率
ま
と
め

地
名
の
伝
え
、
曲
輪
の
位
置
を

・
地
形
な
ど
、
以
上
の
事
か
ら
「
堂
屋
敷

」
の
段

に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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堂

（牢
）
屋
敷
は
、
高
山
城
真
良
側
北
山
稜

の
「
北

の
丸

」
北
東
部
よ
り
比
高
差

約
五
〇

ｍ
下
、
距
離

に
し
て
約

八
〇

ｍ
余

の
と
こ
ろ
よ
り
北
側

へ
の
び
る
山
稜

の
尾

根
に

つ
く
ら
れ
た
曲
輪
で
あ
る
。

こ
の
山
稜
は
段

の
先
方
よ
り
左
右

に
別
れ
て
お
り
、
左
は
板
尾
根
谷
、
右
は
真
良

侍
屋
敷

の
谷
を
包
括
す
る
背
と
な

っ
て
お
り
、
山
稜
尾
根

に
は
い
く

つ
も
の
曲
輪
と

堀
切
が

つ
く
ら
れ
て
い
る
。

東
と
西
の
谷
は
武
士
屋
敷
が
置
か
れ
、
家
臣
団
が
居
住
し
て
い
た
。
こ
の
曲
輪
は

両
方

の
谷
か
ら
の
通
路
で
も
あ
り
、
備
え
と
し
て
常
時
警
備
す
る
番
所
が
置
か
れ
て

い
た
が
、
番
所
的
な
警
備
だ
け
で
な
く
、
船
木
、
真
良
の
武
士
屋
敷

の
谷
と
そ
れ
を

包
括
す
る
山
稜
上

に
曲
輪

・
堀
切

な
ど
を
築

い
て

一
体
化
さ
せ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

高
山
城

の
本
丸
、
戸
石
丸
、
北

の
丸

な
ど
の
北
山
稜

に
連
な
る
主
要
部
の
北
側

の
前

方
的
防
衛
線
上

の
砦

の
様
な
形

で
あ
り
、
城
と
し
て
は
攻
め
ら
れ
易

い
北
側

の
弱
所

を
強
固
に
固
め
て
敵
か
ら
の
攻
撃
に
対
す
る
備
え
と
し
た
も

の
と
思
わ
れ
、
戦
な
ど

の
イ
ザ
と
い
っ
た
時

は
、
指
令
所
的
な
陣
所

に
も
な

っ
た
様

に
思
え
る
。

曲
輪

に
は
、
番
所

・
宿
舎

・
楼

・
兵
器
庫
な
ど
の
建
物
が
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、

そ
れ
ら
の
遺
構
を
と
ど
め
る
礎
石
な
ど
は
今
は
分
か
ら
な
い
。

平
常
は
小
人
数

の
番
士
で
見
張
り
、
警
備
を
し
て
い
た
様

に
思
え
る
が
、
緊
急
の

場
合
と
か
、
戦

の
時
は
兵
士

・
弩
士
が
谷
の
武
士
屋
敷

な
ど
か
ら
駆
け
付
け
て
守
り

を
固
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

合
戦
と
な

っ
て
、
東
と
西

の
武
士
屋
敷

の
谷
を
敵
か
ら
攻
め
込
ま
れ
、
破
ら
れ
て

谷
よ
り
攻
め
登
る
敵
兵

に
対
し
て
、
こ
の
曲
輪
が

「
石
落
と
し
の
段

」

（
石
弓

の
段
）

の
役
目
を
果
た
す
。
谷
か
ら
攻
め
登
る
敵
兵

に
対
し
、
こ
の
段

よ
り
弓
石
を
投
射
す

る
最
適
の
位
置
で
も
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
堂

（牢
）
屋
敷
は
多
様
な
役
割
を
果
た
す
曲
輪
で
あ
る
。

（注

一
）
江
戸
時
代
初
期
、
三
原
浅
野
氏
の
命
に
よ
っ
て
直
接
調
査
さ
れ
た
も
の
を

三
原
図
書
館
初
代
館
長
、
沢
井
常
四
郎
氏
の
意
志
に
よ
り
昭
和
初
期
原
図

よ
り
影
写
さ
れ
た
も
の
。
原
図
は
広
島
市
吉
島
町
に
あ
っ
た
三
原
浅
野
家

の
別
邸

「
万
象
図

」
の
蔵
で
原
爆
に
よ
り
焼
失
。

◎
高
山
城
　
弩
と
曲
輪
に
つ
い
て

新
高
山
城
内
二
の
丸
の
西
方
に
「
石
弓
場

」
「
石
弓
の
段

」
と
伝
え
る
曲
輪
が
あ

る
。
二
の
丸
か
ら
北
の
丸

へ
続
く
山
稜
の
尾
根
上
の
馬
背
状
の
削
平
し
て
段
と
し
、

谷
か
ら
敵
兵
が
登
っ
て
く
る
の
に
対
し
、
こ
の
段
よ
り
石
弓
を
投
射
し
て
敵
を
防
ぐ

備
え
と
伝
え
る
。

高
山
城
に
は
名
称
は
残

っ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
に
そ
っ
く
り
な
遺
構
の
段
が
み
ら

れ
る
。
お
そ
ら
く
新
高
山
城
を
築
い
た
時
に
高
山
城
の
こ
の
遺
構
を
ま
ね
た
も
の
と

思
え
る
。
弩
は
こ
の
「
石
弓
場

」
「
石
弓
の
段

」
に
利
用
さ
れ
た
武
器
具
で
は
な
か

ろ
う
か
。
単
に
下
か
ら
登
っ
て
く
る
敵
兵
に
対
し
、
石
を
転
が
し
て
落
と
す
だ
け
で

な
く
、
勢
い
を
つ
け
た
石
を
投
射
す
る
方
が
殺
傷
力
が
強
い
し
、
敵
方
に
と
っ
て
は

驚
異
で
あ
ろ
う
。

も
う
ひ
と
つ
。
高
山
城
に
は
真
良
武
士
屋
敷
の
谷
か
ら
登
る
「
水
の
谷
道
」

（真

良
ヨ
リ
三
尺
道
）
と
掘
手
道
に
「
石
落
と
し
」
？
の
遺
構
が
残
る
。

敵
が
道
を
攻
め
登

っ
て
来
た
時
、
こ
の
遺
構
か
ら
石
を
落
と
す
仕
掛
け
だ
け
で
な

く
、
弩
を
使

っ
て
石
を
投
射
す
る
壇

（段
）
と
思
う
の
だ
が
、
つ
ま
り

一
種
の
「
弩
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壇
」
で
、
単
に
石
を
転
が
し
落
と
し
た
の
で
は
な
く
、
弩
や
大
弓
な
ど
を
利
用
し
た
守

り
の
曲
輪

（段
）
と
思
え
ば
、
充
分
納
得
出
来
る
と
思
え
る
の
だ
が
…
…
。

高
山
城
の
「
石
弓
の
段

」
と
似
た
遺
構
は
、
太
鼓
丸
の
所
に
あ
る
段

（西
の
丸
と

の
間
）
、
弩

（楼

・
櫓
）

屋
敷

（
堂

〔
牢

〕
屋
敷
）
の
段
な
ど
。

「
石
弓
場

」
の

遺
構
に
似
た
曲
輪
は
各
所
に
見
ら
れ
る
。

◎
高
山
城
　
北
側
支
尾
根
の
外
曲
絵
の
遺
構

真
良
側
北
山
稜
主
要
部
の
守
備
曲
輪

（
出
城

）

高
山
城
に
つ
い
て
次
の
様
な
文
章
が
あ
る
。

高
山
城
は
峯
が
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
実
際
城
に
た
て
こ
も
る
場
合
に
、

谷
を
は
さ
ん
で
戦
力
が
三
分
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
意
味
し
て
い
る
だ
ろ

う
。
こ
の
山
は
南
面
の
形
が
非
常
に
す
ぐ
れ
て
お
り
、
又
前
面
に
は
複
雑
に
入
り

組
ん
だ
丘
を
す
え
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
に
適
切
な
施
設
を
置
け
ば
お
そ
ら
く
南
方

か
ら
の
敵
に
は
、
難
攻
不
落
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
二
つ
の
峯
に
分
れ
て
お
り
、
北
方
の
峯
は
南
方
ほ
ど
に
は
峻
厳
で
は

な
い
、
と
思
わ
れ
る
事
が
弱
点
で
あ
り
、
い
わ
ば
城
と
し
て
ま
と
ま
り
に
欠
け
る

所
が
あ
る
。

（以
下
略
）
　

石
井
進
著

『
日
本
の
歴
史
１２
　
中
世
武
士
団
』

高
山
城
真
良
撻
北
山
稜
の
主
要
郭
群
は
北
方
か
ら
の
攻
撃
に
対
し
て
は
弱
い
。
山

の
斜
面
も
ゆ
る
や
か
で
高
さ
も
低
い
。
城
を
強
闘
に
す
る
た
め
に
も
弱
点
を
嬢
い
、

施
設
を
造
っ
て
備
え
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
施
設
の
鐘
え
が
、
ド
ヤ
シ
キ

（
堂

〔
牢

〕
屋
敷

・
楼
屋
敷

・
弩
屋
敷
）
段
か
ら
東
西
に
の
び
て
い
る
支
山
稜
の
尾
根
上

に
築
か
れ
た
堀
切
と
曲
輪
で
あ
る
。

ド
ヤ
シ
キ
の
段
の
先
端
斜
面
よ
り
東
西
に
尾
根
が
分
れ
て
支
山
稜
と
な
り
、
東
側

は
真
良
武
士
屋
敷

（攘
手
霙
）
の
谷
の
北
側

へ
、
西
側
は
板
屋
谷
の
北
側

へ
と
共
に

谷
の
北
面
を
包
括
す
る
よ
う
に
の
び
て
お
り
、
そ
の
先
端
は
仏
通
寺
川
岸
、
菅
川
岸

で
あ
る
。
こ
の
支
山
稜
の
饉
綾
上
に
い
く
つ
も
の
爾
切
と
曲
輪
が
築
か
れ
て
、
高
山

城
の
北
方
側
の
外
城

・
砦

・
出
城

・
外
曲
輪

（郭
）
的
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
こ

の
山
稜
尾
根
上
に
つ
く
ら
れ
た
堀
切

・
曲
輪
に
は
、
石
積
み

（石
垣
）
の
遺
構
は
ひ

と
つ
も
見
当
た
ら
な
い
。
す
べ
て
削
平

・
削
切
う
で
あ
る
。

造
ら
れ
て
い
る
堀
切
は
、
大
体
、
幅
三

濾
く
ら
い
。
深
さ
は
当
時
二
ｍ
以
上
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
埋
ま
っ
た
り
崩
れ
た
り
で
、
〇

・
五

ｍ
ｌ

一
ｍ

弱
で
あ
る
。

こ
の
蕪
稜
に
堀
切
や
曲
輪
を
造

っ
た
年
代
は
分
ら
な
い
が
、
繭
北
朝
以
後
室
町
熾

に
か
け
て
北
山
稜
の
主
要
部
が

一
応
整
備
さ
れ
た
後
、
戦
後
期
に
入
り
、
天
文
の
初

め
頃
、
急
遠
築
か
れ
た
よ
う
に
思
え
る
。
高
臨
城
内
の
主
要
部
の
よ
う
に
し
っ
か
り

と
し
た
鐘
輪
の
造
り
で
は
な
く
、
急
造
り
の
糧

っ
ぼ
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
尼
子
氏
の

備
え
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
…
…
。

◎
堂

（
牢

）
屋
敷
の
段
よ
り
東

へ
の
び
る
支
菫
稜
尾
根
の
堀
切
と
糞
輪

∧
絵
図
面
参
照
の
事
Ｖ

堂
艤
敷
の
段

曲^
輪
）
よ
り
東

へ
の
び
る
支
曲
稜
は
、
輿
良
武
士
鱗
敷
の
谷

（城

内
石
の
丸
）
の
北
側
を
包
括
す
る
様
に
の
び
て
、
そ
の
先
端
は
仏
通
寺
川
岸
で
あ
る
。
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同
屋
敷

の
段
か
ら
の
全
長
は
約
四
五
Ｏ
ｍ
有
余

で
、
尾
根

の
背
幅
は
大
体

七
ｍ
前
後

で
あ
る
。
堂
屋
敷

の
段

の
先
端
を
東

に
向

っ
て
尾
根
を
下
る
と
、
約
五
ｍ
ｌ
六
ｍ
く

ら
い
は
崖
状

で
あ
る
が
、
あ
と
は
割
合
な
だ
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
尾
根

は
①
堀
切
ま

で
ち

ょ
っ
と
し
た
曲
輪
状

に
な

っ
て
い
る
。

率
Ａ
の
背
尾
根
の
段

長
さ
約
二
八
ｍ
余
。
背
尾
根
は
幅
約
七
ｍ
ｌ
八
ｍ
。
先
端
は
約

一
・
五
ｍ
ｌ

二
ｍ

の
比
高
差

で
、
そ
の
下
に
①

の
堀
切
が
あ
る
。

①

の
堀
切
は
、
幅
が
約
二
ｍ
。
深
さ
は
約
○

・
五
ｍ

（当
時

は
相
当
深
か

っ
た
）
。

堀
切

は
尾
根
を
す

っ
ば
り
切

っ
て
お
り
、
長
さ
は
約

一
〇
ｍ
ｌ

一
二
ｍ
。

Ｂ
は
上
の
段
と
仮

に
名
付
け
る
。
平
坦

で
、　
一
見
し
て
し

ゃ
も
じ
形
の
段

で
あ
る
。

長
さ
は
約

二
八
ｍ
。
幅
は
六
ｍ
、
広

い
所
で
約

一
〇
ｍ
。
面
積
は
八
七
坪
く
ら
い
か
。

下

の
段
と
の
比
高
差
は
約
六
ｍ
ｌ
七
ｍ
、
先
端
は
崖
と
な

っ
て
い
る
。

②

の
堀
切
は
幅
三
ｍ
以
上
。
深
さ
は

一
・
五
ｍ
以
上
。
北
側

の
斜
面

に
残

る
深
さ

は
三
ｍ
以
上
。
長
さ
は
二
〇
ｍ
以
上
。
こ
の
堀
切
が

一
番

よ
く
原
形
を
残

し
て
い
る
。

③

の
堀
切

は
曲
輪
を
斜
め
に
切

っ
た
様

に
掘
ら
れ
て
い
る
。
幅
は
三
ｍ
弱
。
深
さ

は
約
〇

・
五
ｍ
ｌ

一
ｍ
で
あ
る
が
、
当
時
は
相
当

の
深
さ
と
思
わ
れ
る
。
長
さ
は
約

一
五
ｍ
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

④

は
②
と
③

の
間

に
あ
る
土
塁
で
あ
る
。
三
角
形

の
土
塁
で
、
三
角

の
先
端
部
は

約

一
ｍ
。
土
塁

の
高
さ
は

一
ｍ
で
、
南
側

の
斜
面
近
く
は
四
ｍ
以
上

の
幅
と
な

っ
て

い
る
。

Ｏ

は
③

の
堀
切

の
東
側

に
あ
る
土
塁
で
こ
の
段

の
中
央
部
を
盛
り
上
げ

て
い
る
。

高
さ
は
約
〇

・
五
ｍ
ｌ

一
ｍ
。
幅
は
二
ｍ
ｌ
三
ｍ
。
長
さ
は
六
ｍ
以
上
は
あ
る
。

Ｃ
は
下
の
段
。
仮
に
「
堀
切
の
段

」
と
で
も
名
付
け
る
。
段
の
長
さ
は
約

一
四
ｍ

か
。
幅
は
約
六
ｍ
ｌ
七
ｍ
で
あ
る
。
南
側
に
二
ｍ
下

っ
て
大
走
り

⑥

（帯
曲
輪
）
が

あ
る
。
幅
は
約

一
ｍ
。
長
さ
は

一
五
ｍ
ｌ

一
六
ｍ
は
あ
る
。

Ｄ
は
下
の
段
か
ら
堀
切
④
ま
で
の
び
る
下
り
背
尾
根
で
あ
る
。
背
幅
は
六
―
七
ｍ
。

堀
切
④
ま
で
の
長
さ
は
約

一
四
〇
ｍ
か
。
背
尾
根
に
わ
ず
か
に
溝
状
の
道
の
遺
構
が

残
る
。

④
の
堀
切
は
深
い
。　
一
・
五
ｍ
ｌ
二
ｍ
は
あ
る
。
幅
は
約
二
ｍ
ｌ
四
ｍ
。
長
さ
は

二
〇
ｍ
は
あ
る
。
こ
の
堀
切
は
、
今
は
真
良
下

「
二
の
谷
」
か
ら
船
木
鶯
谷

へ
の
間

道
の
峠
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
電
柱
が
立
っ
て
い
る
の
で
場
所
は
す
ぐ
分
か
る
。

Ｅ
は
こ
の
山
稜
が
分
か
れ
て
北

へ
の
び
る
支
尾
根
に
な
っ
て
い
る
分
岐
点
上
に
あ

り
、
曲
輪
状
に
な
っ
て
お
り
、
見
張
台
を
置
い
た
所
の
様
に
思
え
る
。

Ｆ
は
山
稜
先
端
部

へ
の
尾
根
で
あ
る
。
こ
の
先
の
尾
根
は
曲
輸
状
に
な
っ
て
お
り
、

民
家
が
建

っ
て
い
た
が
、
今
は
な
い
。
竹
や
ぶ
に
な
っ
て
い
る
。
当
時
は
先
端
部
に

あ
た
り
、
見
張
番
の
屋
敷
が
番
所
の
様
な
も
の
が
あ
っ
た
と
思
え
る
。
こ
の
下
が
、

本
郷
か
ら
仏
通
寺

へ
行
く
街
道
で
、
仏
通
寺
川
岸
で
も
あ
る
。

Ｅ
と
Ｆ
の
北
側
斜
面
に
は
帯
曲
輪
や
腰
曲
輪
の
段
が
三
段
―
四
段
建

っ
て
い
る
。

ま
た
、
溝
状
の
武
者
走
り
に
似
た
遺
構
も
残

っ
て
い
る
。

堂

（弩
）
屋
敷
か
ら
東
側
支
山
稜
尾
根
上
に
築
か
れ
た
遺
構
に
は
石
積
み

（石
垣
）

は
無
い
。
尾
根
部
を
削
平
し
て
斜
面
を
削
り
切

っ
た
り
し
た
曲
輪
と
堀
切
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
支
山
稜
は
侍
屋
敷
の
谷
を
包
括
し
て
、
谷
を
守
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
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◎
堂

（
弩

）
屋
敷
の
段
よ
り
西
北
船
木

へ
の
び
る
支
山
稜
尾
根
の
曲
輪
群
と
堀
切

∧
絵
図
面
参
照
の
事
Ｖ

堂

（弩
）
屋
敷
の
段
よ
り
西
北
方
向
の
船
木
、
菅
川
岸

へ
の
び
る
支
山
稜
は
、
船

木
板
屋
の
武
士
屋
敷
の
あ

っ
た
谷
の
北
側
を
包
括
す
る
。
こ
の
支
山
稜
は
、
堂
屋
敷

の
段
か
ら
全
長
約
二
八
〇
ｍ
で
、
尾
根
の
幅
は
狭
い
所
で
約
四
ｍ
余
、
広

い
所
で
は

一
五
ｍ
以
上
も
あ
る
。

支
山
稜
尾
根
上
に
は
、
三
区
画
に
仕
切
ら
れ
た
曲
輪
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
堀
切
で

仕
切
ら
れ
た
各
曲
輪
が

一
区
画
の
独
立
性
を
も

っ
た
様
に
築
か
れ
て
い
る
。
こ
の
曲

輪
群
が
、
山
稜

の
守
り
と
同
時
に
、
谷
の
侍
屋
敷
、
高
山
城
の
本
丸

・
二
の
丸

・
北

の
丸
等
の
主
要
部
の
守
り
と
し
て
出
城

（外
城
）
、
砦
、
城
の
前
衛
防
御
帯
と
い
っ

た
役
割
を
果
す
曲
輪
群
で
あ
る
。

こ
の
山
稜
に
連
な
る
堀
切

・
曲
輪
の
遺
構
に
は
、
高
山
城
内
の
主
要
部
か
ら
比
べ

る
と
、
石
積
み

（石
垣
）
は
見
ら
れ
ず
、
粗
削
り
な
造
り
の
様
に
も
見
受
け
ら
れ
る

が
、
真
良
仏
通
寺
川
岸
ま
で
の
び
る
山
稜
と
も
ど
も
全
体
の
曲
輪
配
置
と
し
て
は
立

派
で
あ
り
、　
一
見
の
価
値
は
充
分
に
あ
る
。

こ
の
尾
根
の
曲
輪
に
至
る
コ
ー
ス
は
、
真
良
の
溺
手
道
か
ら
堂
屋
敷
の
段
を
通
り

西
北

へ
、

つ
ま
り
、
船
木
方
面
に
向

っ
て
尾
根
を
下
る
。
船
木
の
境
界
標
が
足
元
に

打

っ
て
あ
る
の
で
　
そ
れ
を
目
印
に
下

っ
て
い
く
と
、
尾
根
上
の
曲
輪
に
着
く
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
船
木
板
屋
谷
に
入
り
、
川
上
菊
松
氏
宅
の
上
に
あ
る
荒
神
社
の

所
か
ら
裏
山
の
道
を
登
り
、
左
方
面
に
道
を
と

っ
て
斜
面
を
突

っ
切

っ
て
行
く
と
、

下
の
曲
輪
の
切
通
し
へ
出
る
。
分
か
り
に
く
い
場
合
は
、
Ｊ
Ｒ
の
鉄
塔
が
立

っ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
を
目
指
し
て
登
る
と
良
い
。
鉄
塔
が
立

っ
て
い
る
所
は
下
の
曲
輸
の

両
端
で
あ
る
。

堂

（弩
）
屋
敷
の
段
を
西
北
の
方
向
、
船
本
方
面

へ
向

っ
て
尾
根
を
下
る
。
尾
根

を
約
八
つ
ｍ
下
る
と
左
側
に
、
幅
二
ｍ
余
の
帯
曲
輪
に
着
く
。
Ｏ

の
帯
曲
輪
で
あ
る
。

こ
の
帯
曲
輪
を

一
〇
ｍ
余
下
る
と
右
上
に
段
が
あ
る
。
④

の
段
で
、
長
さ
は
約

一
〇

ｍ
か
。
幅
は
五
ｍ
前
後
。
堀
切
Ａ
の
土
塁
も
兼
ね
て
い
る
。
弓
射
場

。
投
石
場
の
役

目
も
す
る
段
と
も
思
え
る
。

人
上
の
曲
輪
Ｖ

上
の
曲
輪
群
は
堀
切
Ａ
と
Ｂ
に
仕
切
ら
れ
た
曲
輪
で
三
段
に
な
っ
て
鶯
谷
に
向

っ

て
造
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
曲
輪
の
長
さ
は
堀
切
Ａ
と
Ｂ
の
間
で
約
二
二
ｍ
あ
る
。

Ａ
の
堀
切
は
、
幅
は
約
二
ｍ
、
深
さ

一
ｍ
余
り
。
長
さ
は
八
ｍ
以
上
は
あ
る
。

①
の
段
は
こ
の
曲
輪
の
上
段
で
、
長
さ
約

一
四
ｍ
。
幅
は
約
四
ｍ
で
、
Ａ
の
堀
切

に
近
づ
く
ほ
ど
せ
ま
い
。

②
の
段
は
こ
の
曲
輪

の
主
要
郭
①
の
段
よ
り
二
ｍ
下
る
。
幅
は
広
い
所
で
約

一
二

ｍ
。
上
の
段
の
前
方
は
約
八
ｍ
で
、
上
の
段
を
北
東
側

（鶯
谷
方
面
）

へ
囲
む
様
に

造
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
段
は
射
場
の
役
割
を
す
る
と
思
わ
れ
、
左
側
の
帯
曲
輪
や
前
方
の
堀
切
に
敵

が
来
た
時
、
二
の
丸
の
段
よ
り
弓
射
す
る
様
に
つ
く
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
…
…
。

こ
の
曲
輪
群
の
左
側

（板
屋
谷
側
）
側
面
に
幅
三
ｍ
弱
の
堀
状
の
曲
輪
が
あ
る
。

武
者
走
り
の
段
◎
の

一
種
と
思
わ
れ
、
溝

（堀
状
）
の
深
さ
約

一
ｍ
、
幅
約

一
・
五

ｍ
で
、
谷
の
斜
面
側
が
土
塁
状
に
な
っ
て
い
る
。

板
屋
谷
か
ら
の
敵
が
斜
面
を
登

っ
て
来
た
時
の
尾
根
上
の
曲
輪
の
備
え
と
な
る
、
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ま
た
は
敵

の
迷

い
道

の
役
目
を
果
す
こ
の
帯
曲
輪
は
、
上
の
方
は
途
中
で
消

え
る
し
、

（行
き
止
ま
り
）
下
に
下

っ
て
も
行
き
止
ま
り
と
な
る
仕
掛
け
で
あ
る
。

Ｂ
の
堀
切

は
幅
約

一
・
五
ｍ
ｌ

二
ｍ
。
長
さ
は
七
ｍ
弱
。
深
さ
は
約

一
ｍ
。
堀
か

ら
②

の
段

へ
の
高
さ

（比
高
差
）
は
四
ｍ
以
上
あ
り
、
崖
状
で
あ
る
。
こ
の
堀
切
は

Ｏ
の
帯
曲
輪

（武
者
走
り
）

に
つ
な
が

っ
て
お
り
、
先

に
の
べ
た
様

に
、
板
屋
谷
か

ら
斜
面
を
登
り
帯
曲
輪
を
伝

っ
て
来

た
敵
方
が
こ
の
堀
切

へ
迷

い
込
む
、
ま
た
は
さ

そ
い
込
む
様

に
な

っ
て
い
て
、
②

の
曲
輪

よ
り
弓
射
す
る
…
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

鶯
谷
か
ら
の
敵
も
こ
の
堀
切

へ
迷
い
込
む
様

に
な

っ
て
い
る
。

①
の
段
は
背
尾
根

で
あ
る
。
幅
四
ｍ
弱
、
長
さ
は
約

二
四
ｍ
。
鶯
谷
側

の
斜
面
は

削
り
切
り
。
板
屋
側
は
Ｏ
の
帯
曲
輪
が
あ
る
。

○

は
こ
の
背
尾
根
上
に
あ
る
土
塁
。
幅
約
四
ｍ
、
長
さ
は
七
ｍ
弱
で
、
Ｃ
の
堀
切

の
土
塁
で
あ
る
。

Ａ
中
の
曲
輪
Ｖ

中

の
曲
輪

は
四
段

の
小
曲
輪

（段
）
か
ら
成
り
、
Ｃ
と
Ｄ
の
堀
切
で
仕
切
ら
れ
た

曲
輪
群

で
あ
る
。

こ
の
曲
輪

の
中
心
は
⑤

の
段
で
、
太
鼓

の
様

に
丸

い
形

の
段
で
あ

る
。
径

（長
さ
）
は

一
〇
ｍ
は
あ
る
。
Ｃ
の
堀
切
と
の
比
高
差
は
五
ｍ
以
上
は
あ
る
。

こ
の
段
が
ナ
ゼ
丸
く
築
か
れ
て
い
る
の
か
、
楼
台
だ

っ
た
の
か
、

の
ろ
し
台
だ

っ
た

の
か
、
今

の
所
は

っ
き
り
分
か
ら
な
い
。

⑥

の
段

は
舌
状

で
、
長
さ
約
六
ｍ
、
幅
は
⑤

の
段
を
半
分
囲
む
様

に
造
ら
れ
て
い

る
。
⑤

の
段

よ
り
約

二
ｍ
下
で
あ
る
。

①

の
段
は
⑥

の
段

よ
り
約

一
・
五
ｍ
下

っ
て
い
る
。
長
さ
約
六
ｍ
、
幅
約
七
ｍ
。

舌
状
で
あ
る
。
③
の
段
は
①
の
段
よ
り
約

一
ｍ
下
。
長
さ
八
ｍ
、
幅
は
広
い
所
で
約

六
ｍ
。
先
端
部
は
四
ｍ
弱
の
舌
状
中
の
曲
輪
の
最
下
段
で
前
方
は
Ｄ
の
堀
切
で
、
比

高
差
は
約
四
ｍ
、
崖
状
に
な
っ
て
い
た
ら
し
い
が
、
今
は
崩
れ
登
り
易
い
斜
面
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
段
の
右
側

（鶯
谷
）
斜
面
約
六
ｍ
下
に
土
塁
と
も
曲
輪
と
も

つ
か
ぬ
段
が
あ

る
。
Ｄ
の
堀
切
の
土
塁
を
兼
ね
る
帯
曲
輪
を
中
の
曲
輪
の
備
え
と
し
て
腰
曲
輪
状
に

造
る
途
中
中
止
し
た
様
に
思
え
る
。

「
中
の
曲
輪

」
の
全
長
は
約
二
五
ｍ
。
幅
は
四
ｍ
ｌ

一
二
ｍ
で
あ
る
。
こ
の
曲
輪

は
、
山
稜
の
中
央
に
位
置
す
る
前
後
に
深
い
堀
切
で
仕
切
ら
れ
て
い
る
。
山
稜
の
斜

面
は
天
然
形
状
で
あ
る
が
、　
一
部
手
を
加
え
て
急
峻
な
崖
と
し
て
い
る
。

石
積
み
の
遺
構
は
見
当
た
ら
ず
、
礎
石
な
ど
も
分
か
ら
ぬ
。
今
は
曲
輪
の
段
の
形

も
崩
れ
つ
つ
あ
る
。

Λ
下
の
段

（
堀
切
の
段

）
Ｖ

下
の
曲
輪
は
全
長
約
四
五
ｍ
、
幅
約
七
ｍ
と

一
二
ｍ
。
段
上
に
三
本
の
堀
切
が
掘

ら
れ
、
堀
切
の
段
と
も
名
付
け
る
か
…
…
。

⑨
の
段
は
「
し
ゃ
も
じ

」
の
形
状
で
、
先
端
部
は
丸
く
な
っ
て
い
て
面
積
も
広
い
。

段
の
長
さ
は
約
二
〇
ｍ
で
、
丸

い
部
分
の
長
さ
は
約

一
二
ｍ
と

一
三
ｍ
。

こ
の
段
の
Ⅱ
の
部
分
は
、
長
さ
約

一
二
ｍ
ｌ

一
三
ｍ
。
幅
は
五
ｍ
ｌ
六
ｍ
か
。

馬
背
に
近
い
形
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
段
の
広
い
面
積
を
要
し
て
い
る
前
側
の
円
状
部
に
物
見
楼
か
見
張
番
所
小
屋

の
様
な
建
築
物
が
あ
っ
た
か
。
こ
こ
は
下
の
街
道
の
す
ぐ
上
に
当
る
し
、
船
木
と
平
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野
部
も
良
く
見

え
る
し
、
板
屋

・
鶯

の
両
谷

の
要
所
的
な
場
所

に
も
あ
る
し
、
番
所

的
な
曲
輪
と
み
て
も
差
支
え
な
か
ろ
う
。

三
本
の
堀
切
は
、
Ｄ
が
幅
三

ｍ
弱
、
深
さ
約

一
ｍ
、
長
さ
は

一
五
ｍ
以
上
。

Ｅ
は
幅
が
三
ｍ
余
、
深
さ
〇

・
五
ｍ
、
長
さ
約

一
〇
ｍ
。

Ｆ
は
幅
が
三
ｍ
余
、
深
さ
〇

・
三
ｍ
、
長
さ
約

一
〇
ｍ
。

①

の
土
塁
は
幅
約
二
ｍ
、
高
さ
約

一
ｍ
。

⑥

の
土
塁
は
幅
三
ｍ
弱
、
高
さ
約
〇

・
五
ｍ
。

Ｅ
と
Ｆ
の
堀
切
は
ほ
と
ん
ど
埋
ま

っ
て
い
る
。

「
下

の
曲
輪

」
の
標
高

は
六
〇
ｍ
ぐ
ら

い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
段

の
板
屋
谷
側
は
傾
斜

が
ゆ
る
い
。
約
五
ｍ
な
だ
ら
か
な
傾
斜

に
な

っ
て
急
崚

な
斜
面

に
な

っ
て
い
る
。
先

端
は
段
状

に
な
り
、
当
時

の
遺
構

は
こ
わ
さ
れ
て
お
り
、
鉄
塔
が
建
立
さ
れ
た
り
し

て
形
状
は
変
わ

っ
て
い
る
。

鶯
谷
側
は
天
然

の
形
状

の
ま
ま
で
あ
る
が
、　
一
部
に
人
工
の
手

に
よ
り
削
切
し
た

様

に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
段
も
石
積
み
は
見
ら
れ
な
い
。
粗
け
ず
り
な
造
り
の
曲

輪

の
様

に
見
ら
れ
る
。

以
上
が
真
良
側
北
山
稜

の
「
北
の
丸

」
「
戸
石
丸

」
「
本
丸

」
「
一扇
の
丸

」
等

の

出
要
部
と
東
西

の
武
士
屋
敷

の
谷
の
守
り
と
し
て
、
北
側

の
「
出
城

」
「
砦

」
「
外

城

」
と

い
っ
た
役
目

の
、
防
御
線

の
曲
輪

と
堀
切

の
遺
構
で
あ
る
。

こ
の
山
稜

の
曲
輪
と
堀
切
が
築
か
れ
た
年
代
は
分
か
ら
な
い
が
、
戦
国
期
初
め
頃

で
あ
ろ
う
か
。
年
号
で
い
え
ば
、
天
文
初
期
頃
だ
ろ
う
か
…
…
。

こ
の
山
稜

の
遺
構
が
役
立

っ
た
の
は
、
天
文

一
三
年

（
一
五
四
四
）

一
〇
月
、
尼

子
の
襲
来

の
時

で
あ

っ
た
…
…
。
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船木菅川岸から堂屋敷の段へのびる山稜尾根上の曲輪

鶯

,   さ ドャシキ

(牢 )屋敷の段

犬走R

北の丸
の

斜面

帯曲輪

(武 者走 り)

上の曲輪

♀    1,   2,   3P   4P   5PIn
1000

再 板屋谷荒神社

板 屋 谷



(標 高 135mD

ドヤシキの段
(楼の段 ?)

100m

38m位

(標高 128m)

上の段
(標 高 120m位 )

下の段 (堀 切の段 )

堂屋敷の段より東へのびる支山稜尾根の曲輪と堀切

nもいいケ
・

lllヽヽ
t、
ヽ

1.5m 0.5m

③ヽ 14m位離
‐Ｏｍ

比

、 28m位
0.5m

6～ 7金
1.5m

比高差
40m位

140m

比高 60m線

下 の段
背尾根

,ゞitli:,t:it,ミ (2/ノ

∠4`ノノノノノノノンノ′″/ιルJ∠イ
1[夕

え4ι
`ノ

ムえノ_∠ノ■4Z″
1∠

Z′ι/yy/―′ノノムノ′ック2/_ムル」̀
4

囃
丁(1-(■■ス■、ヽヽ 、ヽヽ、ヽヽ

rr理 lnil「 1・ ,Tl｀
~T「∫T ド〕■

‐
1‐ ¬ヽヽヽヽ

‐
ア、1ヽ 1ヽヽヽ 下 1`11下ヽ

ぎ6…       背尾根の巾
③            6～ 7m

標高 80m位

(々

１

望

ヽ

．

．

，

‐

１

１

彙

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

、　
　
　
　
　
　

ヽ
一
、
こ
、
「
、

ミ
、ヽ
、

＼
、、、、
、

60m

屋敷の段

背尾根の段

7～ 8m   ①

①の堀切
深 さ

巾

長 さ

0.5m位
2～ 3m
10～ 12m

③の堀切
深 さ

巾

長 さ

0.5m位
2～ 3m位
13～ 15m

②の堀切
深 さ  1.5m
巾   3m
長 さ 20m
北 側 の深 さ約 3m

④の土塁
局 さ 1.0～ 1.5m
三 角 の先端  lm位
広 い所  8m位

④ の堀切

深さ 1.5～ 2m位
巾  3～ 4m
長さ 10m以 上

土塁の高さ lm以 上

1

1000

背尾根 の段 と堀の高 さ

約 1.5m
上の段

巾  6～ 10m位
長 さ 28m位
上の段 と堀 の比高差

7～ 8m

下の段 (1堀 切の段 )

巾  6～ 7m位
長 さ 14m位

○の上塁

高 さ

巾

長 さ

0.5m位
2～ 3m位
6～ 7m位



:・
・ '｀

⑥

む́′″ら._ル

<中 の曲輪 >

さ
さ

一■
■
）

標高 801n?
①

段

へ
　
／

板 屋 谷

{IIIプ募=/『
ルタ④

標高70m?
⑤

端
　晉
一

標高 60m位 ?

:  1  1  1__1  1

板屋 谷か らの図

20
1  1  1  1  1  :

311
1  :  :   ヽ :

40111
1  :  :

10

５

　

　

　

　

０

T荒神社

船木菅川岸から堂屋敷の段へのびる山稜尾根上の曲輪部

全長 約 140m弱 、 3区 画に分れ、堀切で仕切 られている

高山城北側の出城 (外 城)の 曲輪 と堀切

l

200

ヽ


